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第4回・福祉社会流通・生協視察団報告

A Report of ‘Distributive Trade & Consumer Cooperative Study Group' 

コーディネーター東海大学助教授 永 山 泰 彦

当研究所は昨年に引き続き、第4回福祉社会の

流通・生協視察調査団を、スワェーデン、デンマ

ーク、イギリス、フランスおよび西独に派遣し

た。今回はこの種の視察としては 3回目に当たる

ので、従来のように流通の実態ならびに消費者協

同組合運動の動向を探るとともに、近年わが国で

も現実の問題になった 「低成長経済下の消費者問

題と消費者政策」について、その点で先輩格のヨ

ーロッパ諸国の実態を研究することを目的にし

た。そのため、消費者政策の分野の権威者である

佐原洋東海大学教授にアドパイサーを依頼した。

スウェーデンの消費協同組合連合会KFとは、

すっかり懇意になったが、今回はKFの生産活動、

従業員の教育活動および消費者政策を重点的なテ

L ーマとして視察した。 KFの生産活動の一部であ

る、グスタフベリイ (Gustavsbergs)の陶器工

場を見学した。また、 KFの従業員教育を知るた

めに、サルシェパーデンにあるKFの大学 Var

Gardを訪問した。

また、家具・インテリア用品の製造・販売業と

してヨーロッパ最大の規模を誇る、イケア(lK

EA 民間企業〉の本屈を視察した。

消費者政策の分野では、今年の春に消費者オン

ブズマンと合併した「新消費者庁 (Konsument

Verket: KV)Jを訪問し、スウェーデンの消費

者政策の実態、広告・宣伝、マーケッティング活

動の規制、消費者庁、消費者オンブズマン、苦情

処理委員会および市場裁判所の機能、活動状況に

Assistant Prof. Yasuhiko Nagayama 

ついて担当者から説明を受け、活発な質疑が行な

われた。

また、典型的なスウェーデンの農家への訪問な

らびに住宅協同組合 (HSB)、文化・福祉施設

(文化センタ一、幼稚園、保育所など)の見学な

ど非常に多彩な視察になった。

スウェーデン以外の国で主な視察先は、デンマ

ークの消費協同組合連合会 (F D B)の本部お

よひ、ハイパーマーケット (City2)、東海大学ヨー

ロッパ学術センタ一、イギリスの 1CA (ロンド

ン〉、マンチェスターのイギリス消費協同組合連

合会 (CooperativeUnion)および卸売組合連合

会 (C.W.旬、消費者協同組合発祥の地ロッヂ

デーノレにロッヂ、デーノレ記念館を訪問した。最後に

は、フランスのパリにあるフランス消費協同組合

連合会 (F.N.C.C)の本部とモンパノレナス再開

発地区の庄舗を視察した。

一行(ご参加各位氏名は、 Vo19No 8に掲載〉

は昭和52年8月21日(日〉に羽田を出発し、関係者

目次

第4回福祉社会の流通・生協視察団報告

…永山泰彦…1

スウェーデンに関する高校生の小論文募集……5

昭和52年度研究月報目次一覧...….....・H ・-…...7

昭和52年度活動メモ…・・…・…....・H ・....・H ・...・H ・.8

1 



の方々の暖いご助力・ご協力の結果、所期の目的

を十分に果たし、全員無事に 9月4日に帰国した。

今回の視察旅行は、イギリスで管制官助手が名

物のストライキを行なったため、ヒースロー空港

で待たされた以外トラブルらしいトラブノレがな

く、視察団のチーム・ワークは大変良く、また参

加者は非常に熱心な方ばかりだったので、移動す

るパスはいつもぜミナール教室に早変わりし、熱

心な討論が行なわれた。このように、有意義かっ

楽しい視察旅行になったのは、団のチーム・ワー

クにつとめられたアドパイサーの堀江昭全農生活

部次長と視察旅行のスケジューノレ作成、交通機関

やホテノレの手配から団の添乗員をされた全農観光

国際部長の太田源三氏の力によるところが大変大

きかった。

参加者は異口同音に、わずか 2週間という短時

日であったが、百聞一見にしかずという諺どお

り、 KFをはじめヨーロッパ主要国の生協活動や

消費者政策の実態に直接ふれた意義を高く評価し

ていた。

ストックホルム滞在中は、 KFの国際部長

Helge Lundberg氏をはじめ、 SWEDISH

INSTITUTEから大変お世話になったが、

Lundberg氏夫妻は今春当研究所の創立10周年記

念事業の一環としての招きに応じて来日され、日

本の各地を旅行し、日本の流通・生協活動の実態

を視察して帰国したばかりであった。したがっ

て、日本に対する印象も強くディスカッションや

講義の内容も、われわれの要請に沿う的確なもの

であった。なお、 Lundberg氏は来日された際当

研究所以外では、日本生活協同組合連合会、全国

農業協同組合連合会、灘神戸生協、家の光協会、

埼玉県勤労者生活協同組合などを訪問し、さらに

日本経済新聞とのインタピューをはじめ、各種の

講演会を行なうなど精力的なスケジュールをこな

した。また、視察・公式訪問の聞に京都や伊豆半

島への旅行、日本橋三越・高島屋でのショッピン

グなども楽しんだ。日本の旅行に際して多数の善

意ある人々に大変お世話になり、日本の風景のス

ライドを約六百枚もとってきたが、親類・知人に

見せて、このところ話題といえば日本のことばか

りだ、皆様によろしく伝えてほしいとのことであ

った。紙面を借りて氏のメッセージをお伝えした

いと思う。

Lundberg氏は日本訪問によって、日本の認識
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がいろいろ改められた。しかし、同時に日本もヨ

ーロッパ諸国が日本の輸出攻勢によって、失業が

出たり貿易赤字が出て悩んでいると言っている実

態をもっと知る必要があろうと述べていた。近

年、ヨーロッパでも消費者協同組合運動は厳しい

試練にたたされ、オランダでは消滅してしまっ

た。ドイツやイギリスでは、民間のスーパーとの

競争が厳しく苦戦している。

フランスやデ、ンマークでは、流通の近代化が推

進されており、消費者協同組合活動も大変熱心で

ある。これらの活動に対して、カの強いKFが援

助しているという話は興味深かった。なお、

Lundberg氏の説明によると、西ドイツで消費者

協同組合が弱い最大の理由は法律問題であり、 ド

イツでは消費者に有利な法改正がなかなか実現せ

ず、結果的に庖舗の大型化・近代化が思うように

できず、民間と対等の競争ができないという話は

大変参考になった。

なお、フランスの協同組合は積極的な活動をし

ており、国際関係にも力を入れている。日本への

関心が強い。しかし、 F.N.C.C統計部のGascoin

氏によると、当地では日本の流通に関する基本的

統計さえ入手できない。是非送ってもらえないだ

ろうかと述べていた。帰国後、 「商業動態統計年

報」と「日本統計月報」を郵送したが、改めて日

本側の努力不足と日本の対外関係に強い疑問を感

じた。わが国にとっては、対外関係は非常に重要

であり、いわば生命線でもある。その点は太平洋

戦争はとにかくとして、石油ショックやニクソン

・ショックで思い知らされたはずである。ところ

が、通常は最も軽視し対応を怠っているのが実状

である。現在の日米貿易紛争の例をあげるまでも

なく、もしも世界中が保護主義にはしったら、日

本のエネノレギーは十分に供給されず、工業はおろ

か、石油や化成品に全面的に依存している農業も

潰滅的な打撃を受ける。

その点、中立国でわが国を客観的かっ冷静に評

価しようとしているスウェーデンは、最も重視す

べき国の一つなのである 。スワェーデンは人口の

点で、は小国で、あるが'国際関係や国際的情報活動

の点では、わが国よりもはるかに大固なのであ

る。その点を日本の産業界や政府はもっと反省す

べきであろう。

次に、ストックホルムについての視察記を簡単

に報告したい。



視察日誌(スウェーデンのみ〉

8月21日(日〉アンカレッヂ経由の日本航空403

使でアムステノレダムへ。アムステノレダムからはオ

ランダ航空 171使に乗り換え、ストックホノレムに

は8月22日(月〉の朝定刻に到着した。入国手続

きを済ました後、宿舎のコンチネンタノレホテノレへ

向った。ストックホノレムにおける通訳兼ガイド

は、昨年と同様高橋たか子さんが担当し、スケジ

ューノレは SvenskInstituteが作成してくれた。

到着当日は、ホテノレ到着後短時間の休憩をとった

後、市内観光を行なった。

8月23日(火〕、全員元気に朝9時にKF本部

に行き、 KF国際部長 HelgeLundLerg氏の出

迎えを受け、美しいストックホノレム港を見下すレ

ストランで Lundberg氏から説明を受けた。そ

の後、テスト・キッチンに行きKFの商品テスト

の方法、実際を MargaretaSallさんから説明を

受けた。

KFでは扱う商品を市場に出す前に、質、内

容、消費者のニーズなどをテストする。試験者

は、事前にどういう商品か、また製品の品質など

の予備知識を与えられずにテストしている。

KFの自家生産品 (PB製品〉の割合はかなり

高く、食品の場合価値60~65%に達する(価値に

よるパーセント、重量バ一セントでは50%)。製

品のテストは、例えばパタ一、マーガリン、ソー

セージ、スパゲ、ティ、マカロニ、ケーキ(半製品〕、

コーヒ一、紅茶、ビーノレなど多様である。家庭用

品では、ナイフ(切れ味、耐久性など〉、家庭用

クリーム機、オーブン、冷蔵庫、洗濯機などのテ

ストを行なっている。

商品テストの結果は、 KFの機関紙“VI"、パ

ンフレットなどを通じて消費者に知らされる。ま

た、料理のアドバイスとして「助言と献立」とい

うパンフレットを配布している。 KFの消費者へ

の情報活動は、食生活の改善などのアドバイスも

行なっている。例えばスワェーデン人は従来、肉

と脂肪を摂り過ぎる傾向があったが、これを改善

する PRを行なった。

また、 KFは消費者のニーズの変化を正確にキ

ャッチすることを重視している。この方法とし

て、基本的に価格機構による情報を最も重視して

いる。もちろん、消費者のアンケートも行なった

こともあるが、その結果は価格機構よりも信用性

が低いことが明らかになった。スウェーデンは自

由経済の国であり、またヨーロッパの各地から輸

入される商品の品目数は多く、競争も激しい。こ

れが逆に消費にとっては、選択を困難にさせる要

因になっている。そのため、 KFは消費者に対す

る情報提供を重視している。

午後は、 KF所有の陶器工場 GUSTAVSBE-

RGを訪問した。同工場は1922年に設立された、

37年までは民有だったのをKFが買収した。従業

員数は和 3，200人で、家庭用陶器、病院用などの

量産品とともに、 8人のデザ、イナーが中心になっ

て工芸品も製作している。

8月24日(水〉

午前中は全員で KFの学校 VarGardへ、ス

トックホノレム近郊の有名な保養地のサノレシエパー

デンに行った。 VarGard(われわれの庭〉という

名称にふさわしい美しい建物で、 1925年に旧貴族

の邸宅をKFが買収し、その後1929年および1959

年に拡張した。

独身者用の宿舎は 112名の定員で、 KFのリー

ダーの養成の施設である。 KFは VarGardの

ほかに、単協単位の従業員教育(KonsumSkola) 

や通信教育制度がある。 VarGardに入学するた

めにはこれらのコースを{彦了しなければならな

い。なお、 VarGardでは PekaknlSjりgrenさ

んと ChristinaEkelundさんから説明を受け

た。

午後は、ハイパーマーケット (OBS/)を見

学した後、二班に分かれ、消費者庁のグノレープと

農場に行くグループに分かれた。

消費者庁 (KV)はストックホノレムの郊外 Val-

lingbyにあり、 2年前に官庁移転計画の一環と

してストックホ/レムから移転した。 KVは消費者

オンブ、ズマン (KO)、苦情処理委員会および商

品テストを行なう技術部門から構成される、 KO

の活動が最も注目されるが、合併後30名に増員さ

れ、年間約 5，000件を処理し、場合によっては市

場裁判所に処理を移管している。

農場は、 Sodertalje市の南20kmの Molnbo

にある個人経営の農場である。農場主は Hubert

Jederund氏という 35歳の働きざかりの人で、協

同組合の部落執行組合長もやっている。経営規模

は、畑が182ha(うち借地が107ha)、森林および

牧草地 145ha (うち借地が15ha)と大規模であり、
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日本の北海道の平均耕作地面積は田畑が1O ~15ha

(町/歩〕であるから、いかに大きいかが分る。

8月25日(木)

全員で住宅協同組合 (HSB)本部を訪問。 H

SBはSRとともに、スウェーデンの住宅供給で

重要な役割を果たしている。 HSB は1960~70年

にかけて約10万戸のアパートを建築した。

スウェーデンは住宅政策にとくにカが入れられ

ており、国はローンと利子補助金を供与してい

る。 HSBの場合、建築費の29~99%の国のロー

ン〈利率は 3.9%、なお77年の市中金利は 9.4% 

である〉を借りられる。不足部分は市中銀行の借

り入れに依存するが、市中金利にも利子補給を国

が行なっており、借り手にとっては国のローンと

同じ利率 (3.9%)になる。とくに、オイノレ・シ

視察団にKFの活動状況を講義するH・
1レンドベ/レイ氏。
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ヨツク後は住宅の断熱・保温などの改造に力が入

れられているが、改造工事にも低金利の借り入れ

ができる。 60~70年代は、住宅は供給過剰になっ

た。

午後は、 IKEAの本庖を訪問し、 Information

Sectionで、 ANNIKARECTERらから説明を

受けた。

ストックホノレムの本屈は約4万平方米もあり、

IKEA最大の庖舗である。カタログ販売を重視

し、スウェーデンの全人口の主に配布している。

IKEAは IngraKampler氏の個人所有であ

るが、独想的な経営が成功し1958年に創立以来飛

躍的に発展し、現在スウェーデン7個所、オース

トリア、西ドイツ、およびスイスにも庖があり、

今年は日本(船橋市〉に 2，800平方米の中型庖舗

をつくった。

KF学校 (VarGard)でKFの教育制度を
説明する Ekelundさんと Sjogrenさん。

L 

ヨーロッバ最後の訪問地パリのF.N.C.Cの

入口での記念写真。真中はシヤボウさん。



スウェーデンに関する高校生の小論文募集

既報のとおり、当スウェーデン社会研究所は、

その10周年記念事業のーっとして、若い世代の人

々のスウェーデンに対する関心を深め、いささか

でも、わが国の福祉国家としての充実に寄与する

目的で、スウェーデンに関する小論文を関東地区

所在高等学校在学生より募集した。

この計画には、当初より、スウェーデン大使館

のほか、東京新聞およびスカンジナビア航空の積

極的な協力があり、特賞受領者は約 1週間のスウ

ェーデン見学旅行に招待されることになった。

募集は、去る 9月より 10月末日までの聞に行わ

れ、その後スウェーデン社会研究所と東京新聞の

合同審査を行った結果、次のとおり特賞 1名と佳

作5名を決定し、 11月25日東京都千代田区霞が関

の霞が関ピノレ内東海大学校友会館望星の聞で行わ

れたスウェーデン社会研究所創立10周年記念ノfー

ティーの席上で表彰式が行われ、賞状および賞品

が西村研究所所長、ウーデグアノレスウェーデン大

使、高橋東京新聞社会事業部長および大石スカン

ジナピア航空営業企画部長より授与された。

特賞

主立
ヌよ

E告自

民 者

秋元 薫さん東京都立戸山高校2年生

特賞受賞者の小論文

スウ ェ ー デ ン に 学 ぶ

(テーマ〕スウェーデンに学ぶ女性の労働に

ついて

佳作(アイウエオ順〉

今井明彦早稲田大学高等学院 1年生

(テーマ〉スウェーデンについて

佐藤和夫東京都立小石川高等学校1年生

〈テーマ〉スウェーデンについて

佐藤 昇私立成城高等学校2年生

(テーマ〉スワェーデンについて

浜田健生私立武蔵高等学校1年生

(テーマ)スウェーデンの外交政策について

山影泰輔私立城北高等学校2年生

(テーマ〉スウェーデンの国防体制について

受賞記念写真〔東京新聞提供〕

一一女性の労働について

アジア大陸の東に位置する島国日本にとって、

スカンジナピア半島は遠い存在である。スウェー

デンに関する知識も日本では少なく、僅かなそれ

でさえも、マスコミの中途半端で好奇心の強い目

を通しては歪められているかも知れない。私の知

識はと言えば、高い生活水準、社会福祉、森と

湖、など地理で習った断片的なものばかり、実体

把握にはほど遠かった。そのような私がスウェー

デンに接したのは、昨年、学校の家庭科で女性の

労働問題に関するリポートを作製した時が初めて

都立戸山高校2年秋元 薫

であった。女性の社会的地位を諸外国と比較した

際、スウェーデン女性の高さに注目させられたの

であった。それを参考としてここでは、女性の労

働について述べてみたいと思う。

この問題を考えるにあたって、三本の柱を立

て、それに沿って追って行くことにした。

1 職種とその選択に伴う男女平等問題

2 結婚後、職業と家庭、育児との両立問題

3 1・2における日本の現状との比較

これから社会に出て行く私にとって大変興味深

5 



く、重要なテーマがこれらなのである。

スウェーデンでは、労働者の22.4%が失業した

1932年の大恐慌の後、女性による組合運動が盛ん

になり、女性に対する社会保障、改革がいろいろ

となされていった。それ以来、既婚女性の就職が

取り分けて著しぐなれ現在60%以上もの既婚女

性が、仕事を持っていると言う。これにはスウェ

ーデン女性自身の意気込みと、スウェーデンの教

育水準の高さ、託児所などの社会保障の影響が相

互に働き合っているためであろうが、労働市場が

女性の労働を必要としていることも大きな原因で

ある。

職業分布を男女別百分率で見ると、女子の占め

る割合が、美容91%、教職82%、家事・レストラ

ン業務80%、繊維関係73%、事務系72%などに多

く、これらは日本とさほど変わらないものと思わ

れる。

つまり、女性の地位の向上には、より一層の女

性の職場の開拓をしなければ、真の意味での男女

平等は遠いと言う日本にも共通する問題がある。

しかしスウェーデンの女性には、好きな道を進む

ことのできる自由があり、可能性を試す揚があ

り、現に女性のパス・トラック・地下鉄運転手な

どが増え続けている。それが、日本にはないので

あるが、もっとも最近、保父さんや女性外交官が

誕生したと言うから、これを機会に女性に新しU、

方面への進出がなされるのではないだろうか。

次に、賃金比に着目するとスクェーデンの場

合、男 100に対し女83.3、日本の47.5に比べると

確かに高い。が、 1960年に、男女の同職種同賃金

の協定が結ぼれたスウェーデンでは、格差がこん

なに開くはずはないのである。それでは何故聞く

かと言うと、やはり女子教育の程度、女性の継続

勤務の不可能(出産・育児の為〉、主婦のパート

タイム志望、女子の肉体労働における限界などが

相互に作用しているものと思われる。それでも、

日本女性にとってスウェーデン女性は、羨望と感

受賞者の便り

嘆の的であることに変わりはない。

それでは、勤労女性はどのようにして、職業と

家庭・育児とを両立させることができるのか。結

婚後の職業継続の条件として、日本女性は次のよ

うに考えている。(あるアンケート調査より〉第一

に「夫の理解と協力」、第二に「保育条件の完備」、

第三に「家族の健康」である。そして、それらが

満たされ、好きな仕事に打ち込める既婚女性は日

本では僅かである。また、妻を働かせる男性を無

能力視する因襲的傾向がある為、両立は大変難し

い。ところが、スウェーデンでは、前述の条件が

法律で保障され、当然のこととなっている。この

ような点において、日本はまだまだ後進国である。

スウェーデンの法律で特に注目すべき点は、共

働き家庭の父親は、育児・出産休暇(健康保険が 〆

収入を補償する〉を取ることが、認められた点で

ある。これは病児看護休暇は年10日、出産育児休

暇ほ 7ヶ月のうち、産後について夫と妻で分け合

って良いというものである。世界に先がけて実施

されたこの制度は、利用する父親こそまだ少ない

(6 %)が、かなりの支持を受けているようだ。

何故働くのか、女性達よ。それは、自由・平等

に基づいた主体的な人生を生きていく為だ。スウ

ェーデンの女性達は、長年の努力によって今、女

性労働をほとんど手中にいれたといってよかろ

う。だからこそこれからの日本女性は、この努力

を怠ってはならない。

ここまで述べてきて、私の突き詰め方はまだま

だ甘く、更に大きな問題が残っているのではなか

ろうかとも思う。だが最終的に私達は、スワェー

デンという国家の画期的で前向きの姿勢には、そ / 

れを日本で見習うことが是か非かは別として、学 ¥ 

ぶべきものが多いということを知らなければなら

ない。私達はスウェーデンをもっと深く研究し、

その知識を土台にして自分の目で見、心で接し、

自分自身たしかめながら勉強していこうと思って

い る。(終〉

スウェーデンに関する論文コンテストに応募した都立小石川高等学校年佐藤和夫です。図書券

と賞状をどうもありがとうございました。また、あのようなすばらしいパーティーに出席させて

いただいてありがとうございます。図書券は、ありがたく使わせていただきます。自分だけで書

いた文章が表彰されるといったことはめったにあることではありません。この受賞はぼくにとっ

てよい経験になったと思います。一生思い出に残るでしょう。これからも日本とスウェーデンの

友好のためにがんばってください。 12月6日 佐 藤 和 夫
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スウェーデンの金属産業労組幹部と懇談

スワェーデンでは、 1960年代後半から産業民主

主義の推進が熱心に取上げられ、労働の人間化

(QWL)、労働重役制 (1973年法制化〉などが

導入されている。

今回、スウェーデン金属産業労働組合の代表者

10名が IMF'JCと労働問題、産業構造の転換

などの意見交換をするために来日し、11月上旬か

ら中旬まで日本各地の主要工場見学、労働組合と

の意見の交換を行った。

当研究所は11月15日に、スウェーデン金属労働

組合国際部長 BengtJakobsson氏、 金属労連オi

ンブスマン JohnNordgren氏および顧問弁護

士の SorenMannheimer氏の三人を招き、日本

側の出席者と「参加や働きがいの問題」につい

て、高橋たか子氏の通訳により質疑応答を行っ

た。日本側カミらは、同盟国際局長 相原正男氏、

全化同盟国際部長井河武雄氏、松下電器産業東

京支社次長兼人事部長加藤正雄氏、民社研「改

革者」編集部浜田正紀氏および東海大学助教授

前島巌氏(以上アイウエオ]1贋〉が出席し、研究所

からは永山泰彦東海大学助教授が出席した。当日

のデ、イスカッションの内容は、雑誌「改革者」に

掲 載 さ れ る 。 ( 永 山 〉

|昭和 52年度研究月報目次一覧|

Na 1 

年頭の御挨拶....・H ・-…-……-所長西村光夫
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第二回消費者大会に出席して…理事 内藤英憲

派遣研究員のスウェーデン生活印象の

一側面……・東北大学工学部助教授 星宮望
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スウェーデン経済問題の若干について
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Na 3 
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とその教育」と題する講演会開催

8.18 スワェーデンに関する高校生の小論文募

集の打合せを大使館で、東京新聞とスカンジナビ

ア航空よりの出席を得て実施

9. 5 上記高校生小論文の募集を開始

9. 8 社会保険政策に関し、スウェーデン前厚

生大臣アスプリング氏を囲むワークショップ開催

9.29 中嶋博評議員が放送文化基金へ放送教育

に関する研究報告書を提出

10.13 1レンド大学学長スグェン・ヨハンソン氏

とウプサラ大学オーケ・スンズボリー教授を迎

え、省エネノレギーに関するシンポジワムを経団連

と共催で開催

11.15 経済・産業研究会として、スウェーデン

金属労連国際部長ベンクト・ヤコブソン氏等を囲

み「経営参加と産業政策」に関するデ、イスカッシ

ョン開催

11.17 スウ ェーデンに関する高校生の小論文の

入賞者決定

11.25 当研究所創立10周年記念ノfーティー開

催、高須常務理事司会に より松前会長、大平理事

長、西村所長の挨拶とウーデグアノレ大使等の祝詞

があり、約 140名の出席にて盛会に終始、席上高

校生論文入賞者の表彰式も実施

12.10 放送文化基金に「ビデオの経済、社会、

文化、教育特に技術貿易に及ぼす影響」の研究へ

の助成を申請す。

12.26 I経済成長と福祉」と題する日瑞協同研

究のとりまとめに関する打合会実施

モ|
1.14 土光日瑞基金会長およびハンブレウス瑞

日基金会長出席のもとに経団連にて日瑞両国基金

隔年定例合同会議開催

2.18 ボノレボの総合企画室ピーター・エッケン

ジャー氏と丸尾理事懇談

4. 5 大使館主催の世界銀行ワリーン博士の

「発展途上国の経済援助の見通し」に関する講演

会に出席し意見交換

4.10 研究所創立10周年記念事業のーっとして

招蒋した、 KFのノレンドベリ一国際部長夫妻来日

4.11 全農会館でKFノレンドベリ一国際部長の

スワェーデンの協同組合に関する講演会開催

4.14 兵庫県生協連会議室でKFlレンドペリー

国際部長のスウェーデンの協同組合に関する講演

会開催

4.17 KFlレンドペリー国際部長夫妻帰国

4.15 スワェーデン産業省ブローデン専門官を

囲むディスカッション実施

5.18 べングッソン博士を囲み細胞医学に関す

るシンポジウム開催

5.30 トヨタ財団に「総合福祉政策の国際比

較」に関する研究への助成を申請す。

6. 4 教育研究会として菊池幸子評議員の「ス

トックホノレム大学で、 2年教えて」と題する講演実

施

7.11 教育研究会として、立教女学院短大畠中

徳子助教授の「スウェーデンにおける心身障害児

5 2年度
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福祉政策研究シリーズ(4)

スウェーデンの消費者政策…理事

勤労者福祉…一東海大学助教授

'No. 10.11 (特集号〉

わたくしにとってのスウェーデン
...理事

他山の石・・ ・…朝日新聞論説主幹

心からお喜びを…一 …・……評議員

スウェーデンの良さ …...・ H ・-理事

身近かなスウェーデン

…大阪医大教授吉田蕎三郎

ほほえましい北欧人…・……評議員高井泉

児童の世紀を担ったスウェーデン

・・・・・埼玉県立厚生専門学院

ストックホルムと丸の内

…・・・北陸製薬株式会社 高橋 文

研究所創立当時の回想…ヤンソン・スタファン

十周年記念に思う
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